
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子供たちは、右の感想のように言葉一つで大きく変わること。言葉の力は大きいこと。を実感としてと

らえてくれたようでした。今後もいい言葉かけで「やる気」わく菅谷小を目指していきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

菅谷小だより 
ふるさと「嵐山」

を愛する子

すすんで学ぶ子 

がんばる子 

やさしい子 

 

目指す学校像「笑顔あふれる元気な学校」 

菅谷小よいこのワクワクワーク：「やる気わく 元気わく 勇気わく」 

                        文責 校長 荒川 統 

 令和８年 ７月 １日（水）発行 

 

「折り紙の蝶の最多展示数」 

ギネス記録達成！！ 

６月のお話集会は、ワクワクワークの「やる気わく」 
をもとに言葉の大切さについて話しました。昨今の社会 
情勢の中で一つの原因として SNSの普及により、お互 
いのより良いコミュニケーションを図ることが難しいとい 
うことが挙げられます。そのために発する言葉だけでなく 
自分の書いた言葉も含め一つ一つの言葉の重み、その力に 
ついて伝えました。日常の中の「ちくちく言葉」と「ほか 
ほか言葉」について確認した後、作家の北原白秋さんの詩 
「ひとつのことば」を紹介しました。その詩を以下に掲載 
します。 

 
 
 
 
 
 

【ひとつのことば】 北原白秋 
 
ひとつのことばで けんかして  ひとつのことばで なかなおり 
ひとつのことばで 頭が下がり  ひとつのことばで 心が痛む 
ひとつのことばで 楽しく笑い  ひとつのことばで 泣かされる 
 
ひとつのことばは それぞれに  ひとつの心を もっている 
 
きれいなことばは きれいな心  やさしいことばは やさしい心 
 
ひとつのことばを 大切に    ひとつのことばを 美しく 

児童の感想より 

昨今のネット社会において SNS の有用性とともに児童への悪影響については各報道等である通
りです。 
ある SNS においては推奨年齢が１２歳以上（中学生以上）となっています。小学校６年生以下

は禁止ではありませんが制限の対象となっています。SNS を子どもに使わせる（子どもが使ってよ
い）決定権は学校にはありません。SNS の利用によるトラブルについては、学校で協力ができるこ
とは限られています。小学生に SNS を使わせる責任は保護者にあります。このことについて、お
子さんとご確認ください。 
そのような現状を踏まえ、お子さんが SNS を利用する際には、ご家庭でしっかりとルール等を

設定いただき、その利用について確認いただき、トラブルの未然防止をお願いいたします。 
もちろん学校としても、今後は更なる啓発（キャリア等の啓発講座等）を実施し、指導してまい

ります。しかし、トラブルになった際には学校としても把握できる情報及び指導の範囲が限定され
るために対応しかねる場合があることもご承知ください。 

 今後の児童のより良い成長のためにご配慮いただきますようご理解とご協力お願いいたします。 
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月 火 水 木 金 土 
  １  

あいさつ運動 
児童集会(表彰) 

２ 
あいさつ運動 
社会科見学(6年) 
 

３  
読み聞かせ（２年） 
七夕飾り 
５時間授業 

４ 
 

６ 
クラブ活動 

７ 
 

８ 
たてわり活動 
学校応援団 
 

９ 
 
 

1０ 
読み聞かせ（なかよし） 
 

１１ 

１３ 
短縮５時間授業 

１４ 
短縮 4 時間授業 

１５ 
短縮 4時間授業 
給食最終日 
 

１６ 
短縮 3時間授業 

１７ 
終業式 一斉下校 

１８ 

２０ 
海の日 

２１ 
 

2２  

 
2３ 
個人面談 
 
 

２４ 
個人面談（午後） 

２５ 
 

夏季休業日 

６月１１日に１～３年、６月１８日には４～６年
において交通安全教室を行いました。１～３年生で
は、校庭に設置した横断歩道を使った「ハンドサイ
ン」を意識した横断の仕方を学習し、４～６年生は、
鎌形駐在所の中江巡査部長が交通安全にからめた
落語を披露していただき交通安全の意識を高めま
した。交通ルールをしっかりと守るだけでなく、自
分の安全は自分で守るという気持ちが感じられた
活動になりました。 

さあ、恒例の「菅谷小トリビア」です。今回は、「校歌」についてお話します。菅谷小

のお宝第２号に認定されている由緒正しい「校歌」です。みなさんその歌いだしは、覚

えていますよね？そうです「とおの大平山美しく」ですね。これはどこで切れますか？ 

①「とおの大平山 美しく」 ②「とおの大平 山美しく」 さあ、どちらでしょう

か？・・・・ 

正解は⓶です。これは「大平山」を表しているのではなく、「とおの平」を表している

のだそうです。その証拠に学校からは「大平山」は見えないです。そして学校から見え

るのは「とおの平」（現在のカインズホーム近辺）だそうです。かなり昔の児童には口う

るさく『「大平山」じゃなく「とおの大平」なんだぞ』と指導されていたそうです。時代

とともにいつしか言いやすい方になっていったようですね。 

※５月号の銀杏は、「昭和４０年ごろから」と書いてしまいましたが、正しくは『１９４０年ごろ 

から』でした。訂正させていただきます。 

今年度１回目の資源回収（６月１３日）では、みなさんのたくさんのご協力ありがとうございまし
た。みなさんから回収させて頂いた資源を今後の学校活動に生かさせていただきます。なお、第２
回は、１０月１０日（土）となります。どうぞよろしくお願いいたします。 
 

歴史と伝統の「菅谷小トリビア」Vol.３ 

６月９日に５年生が田植えを行いました。梅雨に
向かう空で天気はあまり良くなかったですが、嵐山
営農の長島さんから教わって、子供たちは元気にそ
してしっかりと田植えを実施できました。田植えが
初めての子も多く、戸惑いもありましたが、とても
意欲的に活動できました。これから、夏を越え大き
く育った稲を秋には稲刈りをしていきます。楽しみ
ですね。 

田植えがありました。
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